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スペイン語の与格の振る舞いに対する「意図性」
～se le V構文の考察～

The intentionality to the behaviors of the datives in 
Spanish –Considerations of the construction “S le V”

7月12日 （水） 12:10〜12:50
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スペイン語には、行為者の「非意図性」を表すse le V構文と呼
ばれる特殊な構文がある。この構文は、行為者（人）は与格の位
置に生起し、行為の対象となる「モノ」は主語の位置に現れるこ
とを最大の特徴としており、他のラテン系・ゲルマン系の言語に
類似の構文は見出せない。本発表では、スペイン語に特有のse 
le V構文を、日本語の「迷惑受身」と絡めて、行為者の「意図
性」という観点から分析する。また、文が表わす事象に対する行
為者の「責任」や「利害」が、スペイン語と日本語でどのように表
現されるのかも同時に考察したい。
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